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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
未
入
会
勤
務
医
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

ディスカヴァー・トゥ
エンティワン社 1000円

日
時　

11
月
５
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

保
険
医
会
館
５
階
会
議
室　
　

定
員　

20
人

講
師　

西
出
知
子
氏
（
接
遇
マ
ナ
ー
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

会
費　

会
員
院
所
ス
タ
ッ
フ
３
千
円

医
療
接
遇
研
修
―
患
者
様
の
気
持
ち
に
寄
り
添
う
接

遇
を
め
ざ
し
て

大
阪
市
西
部
・
南
部
地
区
ス
タ
ッ
フ
対
象
講
習
会

日
時　

10
月
29
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

会
場　

 

マ
イ
ド
ー
ム
お
お
さ
か
８
階
（
保
険
医
ま
つ
り
会
場
）

講
師　

 

横
田
要
氏
（
北
区
開
業
、
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
大
学
歯

学
部
歯
内
療
法
学
科
非
常
勤
講
師
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

定
員　

１
０
０
人

歯
内
療
法
の
成
功
率
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に

10
月
度
生
涯
研
修

日
時　

10
月
29
日
（
日
）
午
後
２
時
〜
４
時

会
場　

 

マ
イ
ド
ー
ム
お
お
さ
か
８
階
（
保
険
医
ま
つ
り
会
場
）

講
師　

清
家
裕
氏
（
協
会
医
業
税
理
士
団
税
理
士
）

会
費　

会
員
・
家
族
無
料　
　

定
員　

60
人

今
一
度
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？
そ
の
相
続
税
対
策

医
科
・
歯
科
共
催　

経
税
部
セ
ミ
ナ
ー

日
時　

10
月
29
日
（
日
）
午
後
３
時
〜
４
時
30
分

会
場　

 

マ
イ
ド
ー
ム
お
お
さ
か
８
階
（
保
険
医
ま
つ
り
会
場
）

講
師　

 

砂
田
一
郎
氏
（
社
会
医
療
法
人
愛
仁
会　

愛
仁
会
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
副
院
長
）

会
費　

無
料
（
対
象
は
組
合
員
で
薬
品
セ
ッ
ト
購
入
者
）

定
員　

１
５
０
人

※
歯
科
用
救
急
医
薬
品
セ
ッ
ト
（
組
合
員
価
格
１
万
円
＋

税
）
は
保
険
医
協
同
組
合
が
販
売
し
て
い
ま
す
。
購
入
と

セ
ミ
ナ
ー
参
加
申
し
込
み
は
電
話
06
‐
６
５
６
８
‐
２
７

４
１
（
担
当
：
大
和
・
岡
西
）
ま
で

歯
科
で
必
要
な
救
急
薬
品
の
知
識

歯
科
用
救
急
医
薬
品
セ
ッ
ト
購
入
者
対
象

日
程　

11
月
３
日
（
金
・
祝
）

会
場　

保
険
医
会
館
、
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル

◇
分
科
会　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
50
分

◇
ラ
ン
チ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー　

午
後
０
時
〜
０
時
45
分

　
「
認
知
症
患
者
と
と
も
に
〜
認
知
症
カ
フ
ェ
の
取
り
組
み
」

◇
記
念
講
演
（
保
険
で
よ
い
歯
科
医
療
を
大
阪
連
絡
会
市
民

講
座
）　

午
後
１
時
〜
３
時
30
分

　

「
健
康
長
寿
の
鍵
は
〝
口
〞
に
あ
り
〜
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ

ル
っ
て
な
に
？
」

　

講
師
・
岩
佐
康
行
氏
（
福
岡
・
原
土
井
病
院
歯
科
部
長
）

会
費　

会
員
無
料　
　

定
員　

１
５
０
人

第
７
回
日
常
診
療
経
験
交
流
会

　

昨
年
12
月
、
富
国
生
命
保

険
相
互
会
社
（
フ
コ
ク
生

命
）
は
、
給
付
金
な
ど
の
支

払
い
査
定
業
務
に
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社

製
の
Ａ
Ｉ
を
導
入
し
、
業
務

処
理
負
担
を
30
％
削
減
す
る

と
発
表
し
た
。
こ
の
一
見
地

味
な
ニ
ュ
ー
ス
に
、
国
内
は

も
ち
ろ
ん
、
海
外
メ
デ
ィ
ア

も
飛
び
つ
い
た
。
削
減
さ
れ

る
対
象
が
査
定
部
門
で
働
く

労
働
者
だ
っ
た
か
ら
だ
。
英

国
の
Ｂ
Ｂ
Ｃ
放
送
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ

版
）
は
「
人
間
が
機
械
に
よ

っ
て
仕
事
か
ら
追
い
払
わ
れ

る
未
来
を
Ｓ
Ｆ
は
長
い
間
想

像
し
て
き
た
が
、
そ
れ
が
現

実
と
な
っ
た
」
と
報
じ
た
。

　

フ
コ
ク
生
命
が
同
部
門
に

Ａ
Ｉ
を
導
入
し
た
の
は
今
年

１
月
。
保
険
給
付
の
請
求
時

に
契
約
者
か
ら
送
ら
れ
て
く

る
診
断
書
を
自
動
で
読
み
取

り
、
病
気
、
災
害
、
手
術
な

ど
の
記
載
を
コ
ー
ド
化
し
て

い
く
の
が
Ａ
Ｉ
の
仕
事
だ
。

同
社
の
保
険
査
定
は
１
日
５

０
０
〜
６
０
０
件
。
１
件
の

査
定
に
こ
れ
ま
で
12
人
が
関

わ
っ
て
い
た
が
、
Ａ
Ｉ
導
入

後
は
６
人
で
の
処
理
が
可
能

に
な
っ
た
と
い
う
。
そ
の
結

果
、
約
１
３
０
人
い
た
査
定

担
当
者
の
25
％
に
あ
た
る
34

人
の
有
期
社
員
が
削
減
さ
れ

た
。

　

Ａ
Ｉ
導
入
に
つ
い
て
「
雇

用
削
減
あ
り
き
で
は
な
い
」

　

私
は
今
、「
ア
イ
ン
シ
ュ

タ
イ
ン
病
」
の
初
期
で
、

「
相
対
性
理
論
」
の
素
人
向

き
の
本
を
読
ん
で
い
る
が
、

３
次
元
ま
で
は
理
解
で
き
て

も
、
時
間
の
座
標
が
加
わ
る

と
手
に
負
え
な
い
。

　

ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
人

類
史
上
の
大
天
才
学
者
だ

が
、
そ
れ
と
は
別
に
、
あ
ら

ゆ
る
異
業
種
、
異
分
野
の
人

を
魅
了
す
る
人
間
で
あ
る
。

髪
や
身
な
り
に
無
関
心
な
風

貌
を
捉
え
て
、
ア
イ
ン
シ
ュ

タ
イ
ン
と
仇
名
さ
れ
る
人
が

そ
こ
ら
じ
ゅ
う
に
い
る
。
私

の
旧
友
の
ほ
ぼ
す
べ
て
が
ア

イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
み
た
い
な

風
貌
だ
っ
た
。

　

難
解
な
理
論
と
は
別
に
、

彼
が
残
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
発

言
は
良
識
的
で
、
謙
虚
で
、

ウ
ィ
ッ
ト
に
富
む
。

　

本
書
を
読
み
終
え
て
、
妻

の
手
に
わ
た
る
と
、
妻
の
趣

味
仲
間
た
ち
か
ら
貸
し
て
く

れ
と
言
わ
れ
て
、
待
た
せ
て

い
る
間
に
孫
に
略
取
さ
れ

た
。
や
む
を
得
ず
私
は
在
庫

切
れ
の
同
書
を
書
店
で
２
冊

追
加
注
文
し
た
。

２
冊
で
は
足
り
な

い
か
も
し
れ
な

い
。

（
西
淀
川
区

 

・
篠
部
正
夫
）

と
同
社
広
報
部
は
説
明
す

る
。
し
か
し
、
Ａ
Ｉ
導
入
で

見
込
ま
れ
る
経
費
削
減
は
決

し
て
小
さ
く
な
い
。
契
約
満

了
と
な
っ
た
34
人
の
人
件
費

は
年
間
約
１
億
４
千
万
円
。

こ
れ
に
対
し
、
Ａ
Ｉ
は
初
期

投
資
に
約
２
億
円
が
必
要
だ

が
年
間
経
費
は
１
５
０
０
万

円
程
度
だ
。

　

同
社
で
は
、
契
約
者
か
ら

の
苦
情
分
析
・
対
応
に
も
Ａ

Ｉ
を
導
入
済
み
。
今
後
は
支

払
い
査
定
の
検
証
作
業
に
も

Ａ
Ｉ
活
用
を
広
げ
る
予
定

だ
。
も
ち
ろ
ん
他
の
保
険
会

社
で
も
同
様
の
動
き
が
進

む
。
ち
な
み
に
Ａ
Ｉ
と
雇
用

に
関
す
る
英
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ

ー
ド
大
学
の
調
査
で
は
、
保

険
事
務
は
最
も
代
替
率
が
高

い
仕
事
の
一
つ
。
Ａ
Ｉ
に
よ

る
自
動
化
率
は
99
％
と
推
計

さ
れ
て
い
る
。

 

（
続
く
）

削
減
さ
れ
た
有
期
社
員

人工知能の未来７

どうなるどうなる

良識的でウィットに富む

2018年１月～ 　　　　　　
HP版に特化・リニューアル
本紙「求人情報欄」年内終了

大阪歯科保険医新聞で毎月15日号に同封して
いる「求人情報欄」は紙媒体でサービスを
2017年12月で終了します。18年１月から当
会HPの求人コーナーをリニューアルします。
引き続きご愛顧を賜りますよう、お願い申し
上げます。

問い合わせは新聞部事務局
℡ 06－6568－7731 まで

「
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
言
葉
」

訳
：
弓
場
隆

寄稿 2017総選挙を問う

理念なき小池「絶望」の党
評論家　佐高　信

　

希
望
の
党
を
発
足
さ
せ
た

小
池
百
合
子
は
、
日
本
新
党

に
始
ま
っ
て
、
新
進
党
、
自

由
党
、
保
守
党
、
そ
し
て
自

民
党
と
、
こ
れ
ま
で
五
つ
の

党
を
渡
り
歩
い
て
き
た
。

「
オ
レ
は
い
ま
、
ど
こ
の
党

か
と
秘
書
に
聞
き
」
と
い
う

川
柳
が
あ
る
が
、
小
池
は
順

番
を
間
違
え
ず
に
所
属
し
た

政
党
を
言
え
る
だ
ろ
う
か
。

　

も
ち
ろ
ん
、
そ
の
渡
り
は

理
念
や
政
策
の
違
い
に
よ
っ

て
生
じ
た
も
の
で
は
な
い
。

　

そ
れ
な
の
に
民
進
党
と
の

〝
合
流
〞
で
、
改
憲
な
ど
を

持
ち
出
し
て
選
別
の
基
準
と

し
た
。

　

先
の
都
議
選
で
は
公
明
党

に
政
策
や
理
念
を
語
る
資
格

は
な
い
の
で
あ
る
。

　

よ
く
小
池
は
「
し
が
ら
み

の
な
い
政
治
」
と
言
う
が
、

自
ら
が
政
党
を
渡
り
歩
い
て

き
た
し
が
ら
み
を
追
及
さ
れ

る
の
が
嫌
な
の
だ
ろ
う
。

「
壊
憲
」で
安
倍
と

通
底

　

安
倍
晋
三
の
改
憲
は
、
憲

法
の
原
理
そ
の
も
の
を
壊
す

「
壊
憲
」
で
あ
り
、
こ
の
点

で
は
安
倍
と
小
池
の
間
に
違

い
は
な
い
。

　

私
は
こ
れ
ま
で
、
安
保
法

制
反
対
デ
モ
の
中
で
掲
げ
ら

れ
た
「
自
民
党
に
天
罰
を
！

公
明
党
に
仏
罰
を
！
」
と
い

旧
自
由
主
義
の
推
進
者
の
竹

中
が
い
る
わ
け
で
あ
る
。

護
憲
リ
ベ
ラ
ル
に

期
待

　

同
志
社
大
学
教
授
の
浜
矩

子
は
私
と
の
対
談
『
ど
ア
ホ

ノ
ミ
ク
ス
よ
、
お
前
は
も
う

死
ん
で
い
る
』（
講
談
社
＋

α
新
書
）
で
、
野
党
は
物
欲

し
げ
に
「
次
の
内
閣
」
な
ど

を
言
っ
て
い
な
い
で
、「
影

の
内
閣
」
に
徹
す
べ
き
だ
と

断
言
し
て
い
た
。
野
党
は
徹

底
的
に
政
権
を
批
判
し
抜
け

ば
い
い
の
で
あ
っ
て
、
対
案

を
出
す
な
ど
最
悪
だ
、
と
言

う
の
で
あ
る
。
私
も
、「
対

案
を
出
せ
」
と
言
う
奴
と

と
組
み
、
今
度
の
衆
院
選
で

は
自
民
党
と
手
を
結
ん
で
い

る
公
明
党
と
対
決
す
る
構
図

に
な
る
。
公
明
党
（
創
価
学

会
）
の
い
い
加
減
さ
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
、
小
池
の
デ
タ

ラ
メ
さ
は
そ
れ
を
上
回
る
と

言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

大
体
、
い
ま
に
な
っ
て
原

発
ゼ
ロ
を
主
張
し
て
い
る

が
、
わ
ず
か
６
年
前
、
東
日

本
大
震
災
に
よ
る
東
京
電
力

福
島
原
発
の
大
惨
事
が
起
こ

っ
た
時
で
も
、
そ
の
直
後

に
、
小
池
は
自
民
党
の
総
務

会
長
と
し
て
原
発
再
稼
働
の

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
早
く
つ
く

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強

調
し
て
い
た
。
こ
ん
な
小
池

う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
私
た
ち
の

合
言
葉
に
し
よ
う
と
訴
え
て

き
た
。
そ
し
て
「
維
新
に
は

神
罰
を
！
」
と
付
け
加
え
て

き
た
の
だ
が
、
今
度
は
そ
れ

に
「
希
望
の
党
に
は
絶
望

を
！
」
と
追
加
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　

小
池
は
日
本
維
新
の
会
の

代
表
で
大
阪
府
知
事
の
松
井

一
郎
と
会
っ
て
提
携
す
る
こ

と
を
決
め
た
ら
し
い
。
仲
介

し
た
の
は
元
経
済
財
政
相
の

竹
中
平
蔵
で
、
９
月
30
日
の

夜
に
、
小
池
と
松
井
が
会
っ

た
時
に
は
竹
中
と
前
大
阪
市

長
の
橋
下
徹
も
同
席
し
た
と

い
う
。
つ
ま
り
、
小
池
の
背

後
に
は
新
自
由
主
義
な
ら
ぬ

「
自
己
責
任
」
を
言
い
た
が

る
者
は
「
敵
」
だ
と
思
っ
て

い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
昨
年
１
月
22

日
付
の
『
朝
日
新
聞
』
の

「
天
声
人
語
」
で
、
民
主
党

は
「
立
憲
民
主
党
」
と
党
名

を
改
め
て
は
ど
う
か
と
私
が

提
案
し
た
、
と
書
か
れ
た
。

　

確
か
に
「
立
憲
政
治
を
取

り
戻
す
国
民
運
動
委
員
会
」

設
立
の
記
者
会
見
で
そ
う
主

張
し
た
が
、
ま
さ
に
そ
の
名

の
通
り
の
政
党
が
枝
野
幸
男

を
党
首
と
し
て
誕
生
し
た
。

こ
れ
を
中
心
と
す
る
護
憲
の

リ
ベ
ラ
ル
勢
力
を
私
た
ち
は

全
力
で
応
援
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
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